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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

所管
室課

事業名

事業概要

100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　農地の保全策としては有効ですが、市内の農地面積
の減少に伴い、申請件数も減少しています。周知方法
を工夫するなど、新規申請の確保が必要です。
　市民農園に対するニーズは高いが、市内の開発が進
む一方で、１園が閉鎖しました。市民農園の区画数を確
保していくためには、農家への新規開園の働きかけが
重要です。
　農作業体験事業の委託先である農業振興研究協議
会の農家が高齢化する中、農作業の担い手が今後の
課題です。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　花とみどりふれあい農園、市民農園関係、農作業体験、地産地消の推進

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

（１）花とみどりふれあい農園
　・作付農家数　37戸、開花面積　42,829㎡、開花率　73.3％

（２）市民農園
　・18農園、総区画数　699区画
　・栽培講習会は新型コロナウイルス感染症拡大防止による緊急事態宣言等により中止

（３）農作業体験
　・芋ほり体験と学童農園（1校のみ）を実施
　・上記以外は新型コロナウイルス感染症拡大防止による緊急事態宣言等により中止

（４）地産地消の推進
　・農作物品評会を令和2年11月11日に開催（出品数　31品）
　・江坂朝市を3回（10・11月及び3月）開催
　　（新型コロナウイルス感染症拡大防止による影響で年12回から3回へ減少）
　・12月に吹田くわいの予約販売を実施

決算額　(千円) 3,242
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

事業概要

一般財源の比率（％） 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　年々、農地及び加入農家は減少していますが、農業
経営を支援し農地を保全するために、今後も継続すべ
き事業です。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

事業概要

　大阪府農業共済組合負担金

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

・大阪府農業共済組合負担金　538,781円
決算額　(千円) 539

※課題があるものは■

管理事業 農業振興事業 所管部局 地域経済振興室

1
所管
室課

地域経済振興室 事業名 大阪府農業共済組合負担金事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 711 施策 産業振興と創業支援

2
所管
室課

地域経済振興室 事業名 農業振興事業
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